
令和5年度からの定員管理について

定員管理の見直しについて 定員管理を取り巻く課題
①2040年頃を見据えた対応の必要性
→全国的に少子高齢化が進展する中、特に若年層の減少により人材の確保が厳
しくなります。また、扶助費の増大や将来的な人口減少に伴う税収の減少が見
込まれ、経常経費である人件費を抑制する必要性があります。

②職員の働き方等への対応

→定年引上げによる高齢期職員の活躍維持や、子どもを産み育てやすい職場環
境の整備など多様な働き方の推進が求められています。

基本的な考え方

自治体経営方針に基づく質的・量的な行財政改革を推進しながら、時代に適合
する持続可能な組織体制を構築することを目指し、
〇時代環境に対応した職員体制の構築
〇計画的な職員採用により年齢構成の平準化
を基本的な考え方とします。
これまで、上限人数を設定してきましたが、今後は基本的な考え方のもと、財
政状況を考慮しながら定員管理に取り組みます。

具体的な取組事項

【課題①への対応】AI、RPA等行政のデジタル化推進、会議合理化、ペーパーレ
ス化等に取り組み、自動化・省力化を図ることでより少ない職員で効率的に
事務を処理する体制を構築します。また、事務事業の見直しやアウトソーシ
ングの推進により、行政の役割を見直します。

【課題②への対応】高齢期職員の能力・経験を活用できる配置や、会計年度任

用職員の適正配置、専門人材や労働者派遣の部分的活用を図るとともに、働
き方改革の推進や職員の研修施策の充実等により組織全体の活力を維持しま
す。また、管理職削減や適時の組織再編等により簡素で効率的な組織を整備
します。

本市ではこれまで、常勤職員の数値目標を定め適正な定員管理に取り組んで
きたところですが、令和5年度から、地方公務員の定年が段階的に引き上げられ
ることとなったことをはじめとした今後の定員管理を取り巻く課題を踏まえ、
数値目標に代わる基本的な考え方を示します。令和5年度から令和14年度までの
10年間について、「基本的な考え方」に沿って定員管理に取り組みます。
定員管理にあたっては、小平市DX推進方針、小平市人財育成基本方針及び小

平市特定事業主行動計画（HAPPYこだいら）と連携しながら取り組みます。

職員数の推移

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

専門職（嘱託） 401 407 413 406 408 400 419 427 447 442 444 450 463 576 586 622

再任用 39 43 49 60 58 66 68 55 53 51 41 42 48 44 41 35

職員数 933 923 915 908 912 911 907 911 919 932 937 940 935 945 960 958
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